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◇台風による災害復旧事業の進捗状況等について
　家屋等に係る被害状況については全壊が37件、半
壊11件、一部損壊22件、床上浸水11件、床下浸水48
件で、合計129件が被害を受けた。
　農業用水については石山系統が10月14日に通水を
完了。円山系統については11月15日に施設及び管路
の応急復旧工事が終了した。
　農地及び排水路については道が管轄する河川沿いの
農地は道が災害復旧を実施することとなった。

【会期：11月30日】第６回臨時会臨時議会
DIGEST

ダイジェスト
条例の一部改正、補正予算などを可決

　平成28年第６回臨時会では、行政報告が２件示されたほか、条例の一部改
正２件、損害賠償の額の決定及び和解、６会計の補正予算の審議を行い、すべ
て原案のとおり可決しました。

行政報告

条例の一部改正

◇町体育館の煙突用断熱材除去について
　11月24 日の臨時点検で剥離した断熱材がたまって
いることを発見。専門業者に修理の依頼を行い、断熱
材の除去を早急に行う。

平成28年度 補正予算
395万円 増

総額99億7,300万円

◇職員人件費
◇公衆浴場給水ユニット交換工事
◇倉庫借上料（衛生車庫損壊のため）
◇道路管理事故賠償金

151万円の増額
156万円の増額
12万円の増額
12万円の増額

一般会計
　（11回目の補正）

一般会計の主な補正（歳出）

【損害賠償の額の決定及び和解の内容】
　平成28年８月31日午前11時50分ごろ、町道御
影12号道路において、旭山方面から御影方面へ
走行していた軽自動車が、台風の影響により芽室
川が氾濫した平和橋で道路が崩落していたため転
落。平和橋の御影側については通行止め等の安全
対策を行っていたが、旭山側については通行止め
等の安全対策が遅れ、事故を防ぐことができなか
った。相手の方と話し合いを行い、町の過失割合
を70％とし、121,241円を支払うことで和解した。

559万円の増額
500万円の増額
531万円の増額
198万円の増額
3,518万円の増額

平成28年度 補正予算

17億 189万円  増 総額  122億 817万円

◇煙突アスベスト気中濃度測定委託料
◇災害弔慰金
◇いきいきふるさとづくり寄附報償
◇町議会議員補欠選挙事務費
◇町道除雪委託料

一般会計
　（14・15回目の補正）

一般会計の主な補正（歳出）

【会期：1月16日】第１回臨時会

一般会計補正予算などを可決
　平成29年第１回臨時会では一般会計補正予算、第２回臨時会では一般会計
と水道事業会計の補正予算の審議を行い、すべて原案のとおり可決しました。

【会期：1月27日】第２回臨時会 臨時議会
DIGEST

ダイジェスト

行政報告（1/27）
◇ 鳥インフルエンザの防疫措置終了に
ついて

　1月15日午前０時をもって、鶏や卵の移
動制限を含むすべての制限が解除された。
　現在、北海道が中心となり防疫作業の課
題や対応方法等の検証作業が行われており、
本町としても、今後このような事案が発生
しないように国や道と連携を密にし、万全
な体制を構築するとともに、万が一発生し
た場合でも迅速な対応ができるよう努力す
る。
　発生農場の補償等については、道が主体
となり対応中であるが、本町としても補償
制度で対応しきれない部分について協議し
ていきたい。

200万円の増額
2億7,700万円の増額
7億2,580万円の増額
4,201万円の増額

◇被災者再建義援金
◇道路橋梁災害復旧工事
◇農地・農業用施設災害復旧工事
◇牧場農地・施設災害復旧工事

【以下、災害費の主な補正予算】

◇職員の給与に関する条例の一部改正
　人事院勧告に準じた勤勉手当や扶養手当等の改正　

◇常勤特別職員の給与に関する条例の一部改正
　人事院勧告に準じた期末手当支給率の改正　
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委員会
レポート

　委員会活動として閉会中に行った所管事務
調査の内容を、各委員会は平成28年第７回
定例会において報告しました。
※ 内容は要約されています。報告書はホー
ムページでご覧になれます。
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幼
稚
園
・
保
育
所
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

　

施
設
の
老
朽
化
や
認
定

こ
ど
も
園
へ
の
移
行
な
ど

様
々
な
課
題
を
抱
え
る
幼

稚
園
・
保
育
所
の
現
状
と

課
題
、
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

　

本
町
の
幼
稚
園
・
保
育

所
の
４
施
設
の
入
所
児
童

数
は
、
平
成
28
年
４
月
現

在
で
合
計
３
０
６
名
、
就

学
前
児
童
数
に
対
す
る
入

所
割
合
は
約
70
％
と
な
っ

て
い
る
。
個
々
の
施
設
ご

と
の
入
所
状
況
を
見
る
と
、

幼
稚
園
は
定
員
の
半
数
以

下
で
あ
る
が
、
保
育
所
は

定
員
ぎ
り
ぎ
り
、
若
し
く

は
超
え
て
い
る
。

　

施
設
の
多
く
が
建
築
後

30
年
か
ら
40
年
を
経
過
し

て
い
る
が
、
順
次
必
要
な

箇
所
の
修
繕
・
改
修
が
行

わ
れ
て
お
り
、
良
好
な
保

育
環
境
に
向
け
た
努
力
が

さ
れ
て
い
る
。

　

保
育
所
の
職
員
数
は
配

置
基
準
を
満
た
し
て
は
い

る
が
、
個
別
の
状
況
や
延

長
保
育
、
未
満
児
か
ら
の

利
用
を
希
望
す
る
保
護
者

が
増
え
て
い
る
部
分
も
あ

り
、
臨
時
職
員
の
増
員
や

５
交
代
勤
務
の
シ
フ
ト
制

で
対
応
し
て
い
る
。

　

幼
稚
園
と
保
育
所
の
良

さ
を
合
わ
せ
持
つ
認
定
こ

ど
も
園
に
つ
い
て
は
、
整

備
計
画
に
合
わ
せ
て
調
査

を
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
台
風
災
害

に
よ
り
遅
れ
て
は
い
る
が
、

平
成
29
〜
30
年
度
中
に
整

備
計
画
を
定
め
た
い
と
の

考
え
を
伺
っ
た
。

　

し
か
し
、
地
震
な
ど
の

災
害
を
考
え
る
と
早
急
に

検
討
し
策
定
す
る
必
要
が

あ
る
。
多
数
の
委
員
か
ら

「
洋
式
ト
イ
レ
が
少
な
い

と
こ
ろ
が
あ
り
、
早
く
入

れ
た
ほ
う
が
よ
い
」
と
い

う
意
見
が
あ
っ
た
が
、「
今

後
策
定
す
る
整
備
計
画
に

沿
っ
て
無
駄
な
投
資
に
な

ら
な
い
よ
う
な
整
備
を
考

え
る
べ
き
」
と
の
意
見
も

あ
っ
た
。

　

整
備
計
画
の
検
討
に
際

し
て
は
、
現
在
の
利
用
状

況
、
将
来
の
利
用
希
望
の

把
握
の
ほ
か
、
少
子
化
対

策
も
踏
ま
え
、
子
育
て
支

援
に
対
す
る
町
民
の
関
心

や
理
解
を
深
め
な
が
ら
行

政
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

防
災
マ
ッ
プ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

① 

８
月
22
日
調
査

　

平
成
27
年
度
に
全
戸
配

布
し
た
防
災
マ
ッ
プ
を
通

し
て
、
防
災
の
取
り
組
み

に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
。

　

浸
水
想
定
区
域
に
つ
い

て
は
、
十
勝
川
の
み
の
記

載
に
と
ど
ま
り
、
現
在
の

気
象
環
境
下
で
は
不
十
分

と
の
見
解
が
出
さ
れ
て
い

る
の
で
、
現
在
、
北
海
道

に
お
い
て
見
直
し
を
進
め

て
い
る
。

　

災
害
時
の
情
報
伝
達
は
、

北
海
道
情
報
管
理
シ
ス
テ

ム
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、

公
共
情
報
放
送
機
関
と
の

連
携
に
よ
り
テ
レ
ビ
等
か

ら
情
報
が
発
信
さ
れ
る
。

防
災
行
政
無
線
や
携
帯
電

話
等
へ
の
メ
ー
ル
配
信
な

ど
も
構
築
さ
れ
て
い
る
が
、

停
電
時
等
の
対
応
に
つ
い

て
は
盤
石
と
は
言
い
難
い
。

　

避
難
時
の
対
応
で
は
、

要
支
援
者
に
つ
い
て
災
害

時
要
援
護
者
避
難
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
構
築
さ
れ
て

い
る
一
方
で
、
自
主
防
災

組
織
と
し
て
の
町
内
会
の

役
割
が
大
き
く
な
っ
て
き

て
お
り
、
情
報
共
有
の
方

法
等
を
模
索
す
る
と
の
こ

と
。
個
人
情
報
保
護
の
観

点
か
ら
難
し
さ
も
伴
う
が
、

各
町
内
会
の
個
別
事
情
を

踏
ま
え
た
プ
ラ
ン
構
築
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

②
11
月
30
日
調
査

　

前
回
の
調
査
は
９
月
に

報
告
す
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、
８
月
末
の
台
風
災
害

に
よ
り
状
況
が
変
わ
っ
た

た
め
継
続
調
査
と
し
た
。

　

マ
ッ
プ
へ
の
反
映
が
不

十
分
と
さ
れ
て
い
た
ペ
ケ

レ
ベ
ツ
川
等
に
つ
い
て
は
、

北
海
道
に
お
い
て
水
位
周

知
河
川
指
定
の
準
備
を
進

め
て
お
り
、
そ
の
指
定
に

伴
い
氾
濫
注
意
水
位
・
避

難
判
断
水
位
・
氾
濫
危
険

水
位
が
決
ま
り
、
情
報
が

提
供
さ
れ
る
。

　

今
回
の
台
風
災
害
を
経

験
し
て
、
防
災
マ
ッ
プ
に

は
そ
れ
を
教
訓
と
し
た
信

頼
性
が
必
要
に
な
る
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
足
り
な
い

と
い
う
限
界
性
も
あ
る
。

　

地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
、
防
災
マ
ッ
プ
の
更
新

に
つ
い
て
は
、
信
頼
性
と

限
界
性
の
２
つ
の
面
を
明

確
に
提
示
で
き
る
形
の
も

の
を
作
成
願
う
こ
と
と
し

調
査
を
終
了
し
た
。

施設の状況を確認するため、
町内４施設の現地視察も行った。

（写真 ：清水幼稚園）

平成27年に全戸配布された清水町
防災ガイドマップ。対象地区を６
地区に分けて作成されている。
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